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ア トピ ー性 皮 膚 炎 患 者 か ら分 離 さ れ た 黄 色 ブ ドウ球 菌 に対 す る

精 製 ツ バ キ 油 に よ る増 殖 抑 制 作 用
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ア トピー性皮膚炎患部より分離されたStaphylococcus aureus 14株 に対する精製ツバキ油による増殖

抑制作用を検討 した。14株 のうち半数以上の9株 に精製ツバキ油による増殖抑制作用が認め られた。

分離株についてコアグラーゼ型別,フ ァージ型別および薬剤感受性 を調べ,精 製ツバキ油による増殖抑

制作用 との関連性について考察した。増殖抑制作用とコアグラーゼ型別およびフ ァージ型別 との関連性

は明確ではなかった。薬剤感受性株の多 くに増殖抑制作用が認められ,耐 性株については抑制作用を受

けない株が多 く存在 したことから薬剤感受性 と精製ツバキ油による増殖抑制作用には何 らかの関連性が

予想される。
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ア トピー性 皮 膚炎 患 部か らは高率 に黄色 ブ ドウ球菌

(Staphylococcus aureus)が 分 離され,二 次感染あるいは増

悪因子 と考え られている12)。ア トピー性皮膚炎のスキ ンケア

に精 製 ツバ キ油が用 い られ有用 であった と報 告 されて い

る3～5)。そ こで,脂 肪酸およびオ レイン酸 を主成分 とする各

種植物油脂のS.mreus FDA 209 Pに 対 する増殖への影響

を経 時的 に測定 した。その結果, Minimum effective con-

centrationお よ びID 50な どを指標に脂肪酸 と比較するこ

とによりスキ ンケアに使用されている精製 ツバキ油およびオ

リーブ油 などの植物油脂には増殖抑制作用があることを明 ら

かにした6)。

今回はア トピー性皮膚炎患部より分離 された S.aureusに

対 す る精製ツバキ油に よる増殖抑制作用 について検討 した。

さ らに精製 ツバキ油による増殖抑制作用 とコアグラーゼ型

別,フ ァージ型別および薬剤感受性 との関連性について検討

した。

I. 材 料 と 方 法

1) 使 用 菌株

実験 に使用 したS.aureusは1995年5月 に聖マ リ

ァ ンナ医科 大 学皮 膚 科 にお い て,無 作為 に選 ばれ た ア

トピー性 皮 膚 炎患 者20名 の皮 膚 病変 部 か ら分離 を試

み,S.aureusと 同定 され た14株 を用い た。 なお,同

一患者 か らは1菌 株 を分 離 した
。

2) コア グラーゼ型別 お よびフ ァー ジ型 別

S.aureusの コ アグ ラーゼ型 別 はブ ドウ球 菌の コア グ

ラーゼ型 別キ ッ ト(デ ンカ生研)を 用 いて判定 した。

フ ァー ジ型 別 の操 作 法 お よ び判 定 法 は榎 田 らの 報 告

したMIC 2000を 用 い た方法7)に よ り行 った。国際標

準 型別 フ ァー ジ液 は大久 保 豊司博 士(群 馬 大学 医学部

薬剤 耐性菌実験 施設)よ り恵与 された。

3) 薬 剤 感受性

日本化学療法学会標準法 の寒 天平板希釈法 によ り MIC

を測 定 した9)。実験 に用いた抗菌剤 はampicilin (ABPC),

oxacillin (MPIPC), cefazolin (CEZ), tetracycline

(TC), gentamicin (GM),お よ びerythromycin (EM)

で あ る。

4) 精 製 ツバキ油 に よるS.aureusの 増 殖抑制作用

す でに報告 した方法 に準 じて測定 した6)。 精製 ツバ キ

油 添加培 地 にお け る各 菌株 の増殖 がOD 1.0に 達 した

ときの精 製 ツバ キ油40μg/ml存 在 下 にお けるOD値

とを比較 し阻止 率 を計 算 し,増 殖抑 制作用 (inhibitory

effect)と し て表 した。

II. 結 果

1) コ ア グラーゼ型別お よびフ ァー ジ型 別

実験 に使 用 した14株 の コア グラーゼ型お よびフ ァー

ジ型 をTable 1に 示 した。 コアグ ラー ゼ田型が14株 中

5株 で あった。III型 お よびV型 がそ れぞれ3株 お よび

2株 で あった。IV型 お よびVIII型は それ ぞれ1株 ずつ で

あ った。2株(OT 11お よ びOT 14)は 型 別不 能であ

った。

フ ァー ジ型別 はII群 が5株, III群が3株 で あった。

混 合型 はI・III群 が2株, III・Mis群 が1株 であ った。

その他,雑 群お よびNT(判 定 不能)株 が そ れぞ れ1

株 お よび2株 で あった。

* 東京都町田市東玉川学園3
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Table 1. Coagulase types and phage 

types of Staphylococcus aureus 

isolated from patients with 

atopic dermatitis

2) 薬 剤 感受性(MIC)

実 験 に使用 した 各菌株 のMIC値 をTable2に 示 し

た。ABPCのMICに つ いてはOT9が25μg/mlで あ

った他 は≦0.05μ9/ml～6.25μ9/mlで あ った。GMの

MICに つ い ては2株(OT3お よ びOT5)が50μg/

ml,1株(OT18>が200μg/mlで あ り, 他 は0.78μg

/mlで あ った。EMに つ いて は2株 (OT14お よ び

OT17) が>400μg/ml, 1株(OT18)が50μg/ml

で あ り他 は0.78μg/mlで あ った。

MPIPCとCEZのMICは0.39μg/ml～0.78μg/ml

で あ り,TCに つ いて は全株 が0.78μ9/mlと 耐 性株 は

認 め られ なか った。

3) 精 製 ツバ キ油 に よるSaureu8の 増 殖 に対 す る影

響

薬 剤感受性株(8株)お よび耐性 株(6株)の 増 殖 曲

線 をそれぞ れFig.1お よびFig.2に 示 した。inhibito-

ry effectが そ れぞれ93.4%お よ び82.5%と か な り

強 く,増 殖抑制 を受 けた株 はOT3お よ びOT17で あ

った。45.7%～57。2%のinhibitory effectを 示 したの

は薬剤 感受性 の8株 中7株(OT1, OT2, OT4, OT6,

OT11,0T15お よ びOT19)で あ った(Table1)。

OT8,0T9お よ びOT18株 のinhibitory effectは そ

れぞ れ1.1%, 29.1%お よび16.4%と 計 算 されたが,

Fig.1お よ びFig.2に 示 され る よ うな増 殖 曲線、か ら

inhibitory effectの40%未 満 は増殖抑制 作用 はない と

判定 した。OT5お よ びOT14に も抑制作 用が認 め ら

れず,逆 に精製 ツバ キ油 に よ り増殖が促 進 された(Fig.

2)。

III. 考 察

ア トピー性 皮膚 炎患 部に 由来す るS.aureusに つ い

て精製 ツバキ油の40μg/ml存 在 下にお ける増 殖抑制作

用 をinhibitory effectに よ り比較 した。用 い た14株 の

うち半 数以上 の9株 には精製 ツバ キ油 に よる増 殖抑制

作用 が認 め られた。前 報でS.aureus FDA 209Pを 用

いて 脂肪 酸 お よび植 物油 に よる増殖 抑 制作 用 を測 定 し

てお り,精 製 ツバ キ油(40μg/ml)のS.aureus FDA

209Pに 対 す るinhibitory effectは52.9%で あ った。

今回の結 果か ら,精 製 ツバ キ油 によ りS.aureus FDA

209Pよ りも強 く増殖 を抑 制 された株が9株,ま っ た

Table 2. Drug susceptibility and inhibitory effects of purified camellia oil on 

Staphylococcus aureus isolated from patients with atopic dermatitis
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Fig. 1. Inhibitory effects of purified camellia oil on the 

growth of Staphylococcus aureus isolated from 
patients with atopic dermatitis. 
S. aureus was inoculated into broth medium contain-
ing no oil (open symbols) or broth medium containing 
40 pg of purified camellia oil per ml (closed symbols).
(A), S. aureeOT1 (○,●),OT 2(△,▲),OT 4(口,

■); (B), S. aureusOT6(○,●),OT8(△,▲),OT11

(口,■);(C),S.aureusOT15(○,●),OT19(△,▲)

Fig. 2. Inhibitory effects of purified camellia oil on the 

growth of Staphylococcus aureus isolated from 

patients with atopic dermatitis. 
The procedure was the same as described in the leg-

endfbrFig.1.(A),S.aureeOT3(○,●),OT5(△,

▲),OT9(口,■);(B),S.aurεusOT14(○,●) ,OT17

(△,▲),OT18(口,■)

く影響 されない株が3株,さ らに逆 に増殖が促進され

た株が2株 存在 していた。これ らのことは,ア トピー

性皮膚炎患部には患者によってコアグラーゼ型別,フ

ァージ型別お よび薬剤感受性の他に精製 ツバキ油 に対

す る感受性の まった く異なる株が存在 していることを

示 している。 したがって,精 製 ツバキ油が ア トピー性

皮膚炎患者に有用であった例3～5)については精製 ツバキ

油によって8aureusの 増殖 を抑制できた株が存在 し

ていた可能性が示唆 される。

ア トピー性皮 膚炎 患部 よ り分離 され た多数 のS.

aureusの 薬剤感受性およびコアグラーゼ型別について

は神崎 ら11)の詳細 な報告がある。彼 らは1993～1995

年に分離された株 につ いてはコアグラーゼ型m,～cm型

が多いことを報告 している。 またフ ァー ジ型別につい

ては1994年 に平田らが詳細 に検討 し,皿 型が多いこと

を報告 している12)。今回測定 した菌株では,コ アグラー

ゼ型は14株 中5株 が 田型,フ ァージ型別は 皿群が5

株,皿 群が3株 とすでに報告されている結果と同様の

傾向を示 した。

このためア トピー性皮膚炎患部に由来するS.aure

の コアグラーゼ型別,フ ァージ型別および薬剤感受性

について,精 製ツバキ油 による増殖抑制作用 との関連

性について検討 した。コアグラーゼ型別 とファー ジ型

別には関連性は認め られ なかった。 これはファージ型

別標準 ファー ジはコアグラーゼ型別 とは関係な く分類

されているため と考え られる。 またフ ァージ型別 と精

製ツバキ油 による増殖抑制作用 との関連性 もない と思

われた。

次 に増殖抑制作用 とコアグラーゼ型別 との関連性に

ついて検討した。40%以 上のinhibitoryef董bctが 確認

された菌株のコアグラーゼ型別はm,IV,V,W型,お よ

び型別不能株であった。 しか し,コ アグラーゼ型別の

m,V,皿 および 糊型においても増殖抑制作用が確認で

きない菌株があ り,増 殖抑制作用 とコアグラーゼ型別

には関連性は明確ではなかった。

さらに薬剤感受性 と精製ツバキ油による増殖抑制作

用との関連性について検討 した。感受性の8株 中7株

(OT1,0T2,0T4,0T6,0T11,0T15お よびOT

19)に は精製 ツバ キ油 に よ り46.3～61.6%の
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inhibitoryefnectが 認め られた。 しか し,OT8は 測定

した薬剤に対 しては感受性菌ではあったが精製ツバキ

油 による増殖抑制作用が まった く認 め られなかった。

以上のように薬剤感受性株 の多 くには増殖抑制作用が

認め られたが,精 製ツバキ油の作用 を受けない株 も存

在 した。 このように感受性菌 に対 して精製 ツバキ油は

増殖抑制作用を示すことが明 らかになった。増殖押制

作用が認め られなかった1株 においては,今 回測定 し

なかった他の薬剤 に対 して耐性 を示す可能性 がある。

一方,測 定したいずれかの薬剤に対して耐性 を示 した6

株中4株 には増殖抑制作用が認め られなかった。 しか

し,残 りの2株,す なわちGM耐 性のOT3お よび

EM耐 性のOT17に ついてはinhibitoryef艶ctが それ

ぞれ93.9%お よび82.5%と 強い増殖抑制作用が認め

られた。この ように強い抑制作用が見 られた例 もある

が,何 らかの薬剤 に耐性 を示す株には作用 しないよう

に思われた。OT3とOT17株 に対する強い抑制作用

についてはさらに詳細な検討が必要であると思われる。

以上の ように分類に当てはまらない株 も存在するが,

調べ たか ぎりでは薬剤感受性 と精製ツバキ油による増

殖抑制作用 には何 らかの関連性が予想 される。 このよ

うな結果は精製ツバキ油 を含む植物油による増殖抑制

作用機構 の解明に役立つ と思われ,さ らに多数の菌株

について詳細な検討をしていく必要がある。

精製ツバキ油により逆に増殖が促進 されたOT5お

よびOT14株 についてはさらに20お よび80μ9/m1

の精製 ツバ キ油による影響について調べた。実験結果

を示 さないが,い ずれの濃度によっても増殖が促進さ

れ,両 株 とも濃度に依存 して増殖が促進された。精製

ツバ キ油の存在下,こ れ らの株の増殖が促進 されたの

は他の株 よ り高い脂質分解性 によるものではないか と

考え,す べての株について1%Tween80含 有寒天培

地12)上における脂質分解性 を検討 した。 しか し,脂 質

分解性の菌株による明瞭な差は認め られなかった。こ

のため精製 ツバキ油に よる抑制作用 と脂質分解性の強

さとの関連性 は認め られず,精 製 ツバキ油 により逆に

増殖が促進 された理由については不明である。 したが

って,患 者 によってはスキ ンケアに用い られる精製ツ

バキ油あるいはオリーブ油の使用は患部の菌株 を増加

させる恐れもある。我々は脂肪酸および植物油脂のS.

aμreeに 対する増殖抑制作用 を検出するために,今 回

用いた実験方法 では試料の培地への溶解性か ら測定可

能な濃度が80μ9/m1以 下 と限 られることを報告してい

る6)。このため精製 ツバキ油のよ り高濃度 領域でのS.

aμr飢8に 対 して増殖抑制作用あるいは促進作用の可能

性 につ いては検討 していない。 しかし,実 際には精製

ツバキ油は希釈 して使 われることはなく,保 湿効果を

期待 してのスキンケアとして用い られるので使用上の

問題点はない もの と考 えられるが,黄 色 ブ ドウ球菌に

対する抑制作用がア トピー性皮慮炎患 部において認め

られるか否かさらに検討が必要である。

今回,ア トピー性皮膚炎患部か らはMPIPC耐 性株

は分離 されなかったのでmethicillin-resistantS.

aμree(MRSA)に ついて検討 していない。 今後,

MRSAを 含 め た ア トピー性皮 膚 炎患 部 由来 のS.

aureusに 対する脂肪酸および植物油脂による増殖抑制

作用についても測定 し,作 用機構を検討 してい く予定

である。
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The inhibitory effect of camellia oil on the growth of Staphylococcus aureus 

isolated from patients with atopic dermatitis

Yoshiyuki Akimoton, Hajime Hamashima1), Masanori Sasatsu1), Taketoshi Arai1), 

Fumiko Murakami2) and Masako Mizoguchi2)

1)Department of Microbiology, Showa College of Pharmaceutical Sciences, Machida, Tokyo 194, Japan
2)Department 

of Dermatology, St. Marianna University School of Medicine

The in vitro inhibitory effect of purified camellia oil was tested with 14 Staphylococcus aureus 

strains isolated from patients with atopic dermatitis by the method previously reported. Purified 

camellia oil was demonstrated to have a potent inhibitory effect on the growth of 7 of 8 

drug-sensitive strains and 2 of 6 drug-resistant strains with 45.7% to 93.9% inhibition. There 

was no inhibition of one sensitive strain and 2 drug-resistant strains. However, growth of these 2 

drug-resistant strains was accelerated by addition of purified camellia oil. No significant relation-

ship was observed between the inhibitory effect of purified camellia oil and coagulase type or 

phage type. These findings suggest that the inhibitory effect of purified camellia oil may explain 
the susceptibility of S. aureus to drugs. Further studies are required to establish whether these 

inhibitory effects play a role in vivo.


